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(57)【要約】
【課題】記入者に継続して記録させることができる、冊
子、記録支援プログラム、及び、電子計算機を提供する
。
【解決手段】冊子１は、１ページあたり、略同一線上に
配置された５つの記入欄を有する４段の記入領域２を備
える。各記入領域２は、年月日が記入される年月日記入
欄２Ａ、年月日記入欄２Ａに記入された年月日において
起きた、記入者に関連する事柄が記入される出来事記入
欄２Ｂ、出来事記入欄２Ｂに記入された事柄のうち、記
入者にとって悪い事柄を示すマイナスの数値である第１
の数値が記入される第１の数値記入欄２Ｃ、出来事記入
欄２Ｂに記入された事柄のうち、記入者にとって良い事
柄を示すプラスの数値である第２の数値が記入される第
２の数値記入欄２Ｄ、第ｎ番目（１≦ｎ≦Ｎ）までの記
入領域２に記入された全ての第１の数値及び第２の数値
の加算値が記入される加算値記入欄２Ｅを含む。
【選択図】図１



(2) JP 2012-240297 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略同一線上に配置された５以上の記入欄を有するＮ個（Ｎは自然数）の記入領域を備え
る冊子であって、
　第ｎ番目（１≦ｎ≦Ｎ）の前記記入領域の前記記入欄は、
　年月日が記入される年月日記入欄と、
　該年月日記入欄に記入された年月日において起きた、記入者に関連する事柄が記入され
る出来事記入欄と、
　該出来事記入欄に記入された事柄のうち、記入者にとって悪い事柄を示すマイナスの数
値である第１の数値が記入される第１の数値記入欄と、
　前記出来事記入欄に記入された事柄のうち、記入者にとって良い事柄を示すプラスの数
値である第２の数値が記入される第２の数値記入欄と、
　第ｎ番目までの前記記入領域に記入された全ての第１の数値及び第２の数値の加算値が
記入される加算値記入欄とを含み、
　前記第１の数値及び前記第２の数値それぞれの意味と、前記第１の数値は前記第１の数
値記入欄に記入されること及び前記第２の数値は前記第２の数値記入欄に記入されること
を説明する説明領域を備える
　冊子。
【請求項２】
　前記第１の数値記入欄の欄名は、「お支払い」であり、
　前記第２の数値記入欄の欄名は、「お預り」であり、
　前記加算値記入欄の欄名は、「差引残高」であり、
　前記第１の数値記入欄は、前記出来事記入欄に隣接して配置され、
　前記第２の数値記入欄は、前記第１の数値記入欄に隣接して配置され、
　前記加算値記入欄は、前記第２の数値記入欄に隣接して配置された
　請求項１に記載の冊子。
【請求項３】
　前記記入欄のうち、前記出来事記入欄の面積が一番大きい
　請求項１または請求項２に記載の冊子。
【請求項４】
　前記出来事記入欄は、縦２．７ｃｍ、横６．５ｃｍの長方形である
　請求項１～３のいずれか１つに記載の冊子。
【請求項５】
　外形及びページ数が、預金通帳と略同じである
　請求項１～４のいずれか１つに記載の冊子。
【請求項６】
　略同一線上に配置された５以上の記入欄を有するＮ個（Ｎは自然数）の記入領域を備え
る冊子であって、
　各記入欄に対応する位置に、
　年月日の記入を促す記述である年月日記入説明部と、
　記入された年月日において起きた、記入者に関連する事柄の記入を促す記述である出来
事記入説明部と、
　記入された事柄のうち、記入者にとって悪い事柄を示すマイナスの数値である第１の数
値の記入を促す記述である第１の数値記入説明部と、
　記入された事柄のうち、記入者にとって良い事柄を示すプラスの数値である第２の数値
の記入を促す記述である第２の数値記入説明部と、
　第ｎ番目までの前記記入領域に記入された全ての第１の数値及び第２の数値の加算値の
記入を促す記述である加算値記入説明部とが配置され、
　前記第１の数値及び前記第２の数値それぞれの意味と、前記第１の数値は前記第１の数
値記入説明部に対応する記入欄に記入されること及び前記第２の数値は前記第２の数値記
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入説明部に対応する記入欄に記入されることを説明する説明領域を備える
　冊子。
【請求項７】
　電子計算機に、
　略同一線上に配置された５以上の記入欄を有するＮ個（Ｎは自然数）の記入領域を形成
する機能と、
　第ｎ番目（１≦ｎ≦Ｎ）の前記記入領域の前記記入欄として、
　年月日が記入される年月日記入欄を形成する機能と、
　該年月日記入欄に記入された年月日において起きた、記入者に関連する事柄が記入され
る出来事記入欄を形成する機能と、
　該出来事記入欄に記入された事柄のうち、記入者にとって悪い事柄を示すマイナスの数
値である第１の数値が記入される第１の数値記入欄を形成する機能と、
　前記出来事記入欄に記入された事柄のうち、記入者にとって良い事柄を示すプラスの数
値である第２の数値が記入される第２の数値記入欄を形成する機能と、
　第ｎ番目までの前記記入領域に記入された全ての第１の数値及び第２の数値の加算値が
記入される加算値記入欄を形成する機能とを付与し、
　前記第１の数値及び前記第２の数値それぞれの意味と、前記第１の数値は前記第１の数
値記入欄に記入されること及び前記第２の数値は前記第２の数値記入欄に記入されること
を説明する説明領域を形成する機能を付与する
　前記電子計算機にインストールされる記録支援プログラム。
【請求項８】
　略同一線上に配置された５以上の記入欄を有するＮ個（Ｎは自然数）の記入領域を表示
する電子計算機であって、
　第ｎ番目（１≦ｎ≦Ｎ）の前記記入領域の前記記入欄は、
　年月日が記入される年月日記入欄と、
　該年月日記入欄に記入された年月日において起きた、記入者に関連する事柄が記入され
る出来事記入欄と、
　該出来事記入欄に記入された事柄のうち、記入者にとって悪い事柄を示すマイナスの数
値である第１の数値が記入される第１の数値記入欄と、
　前記出来事記入欄に記入された事柄のうち、記入者にとって良い事柄を示すプラスの数
値である第２の数値が記入される第２の数値記入欄と、
　第ｎ番目までの前記記入領域に記入された全ての第１の数値及び第２の数値の加算値が
記入される加算値記入欄とを含み、
　前記第１の数値及び前記第２の数値それぞれの意味と、前記第１の数値は前記第１の数
値記入欄に記入されること及び前記第２の数値は前記第２の数値記入欄に記入されること
を説明する説明領域を表示する
　電子計算機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は冊子、記録支援プログラム及び電子計算機に関する。詳しくは、例えば日々の
出来事や仕事の経歴（キャリア）を記録するための、冊子、記録支援プログラム及び電子
計算機に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　時と共に、１日の出来事は、いつか思い出に変わる。
　日記は、このような日々の出来事を、ある程度連続的に、紙などに記録したものである
。
【０００３】
　従来、様々な日記帳が存在しているが、例えば特許文献１には、図４に示すような、自
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己実現日記作成用加除式カードが記載されている。
【０００４】
　この自己実現日記作成用加除式カードは、上方から、日付と曜日と天候の記入欄１０１
と、その日の行動などの態様形態チェック欄１０２と、その日の予定と結果の記載欄１０
３と、日記欄１０４と、目標管理欄１０５と、曜日カレンダー欄１０６とを順次配列し、
これらの右側に、その日に感得した教訓を記載する欄１０７が設けられる。
　また、加除式であるため、カードの左側に、綴じ込み用の穴１０８が設けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実用新案登録第３０５２９８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載のカードを備えた日記帳では、記録作業に苦痛を感じ
たり、楽しみを見出せなかったりする可能性が高く、継続して記録することが困難である
ことが予想される。
【０００７】
　本発明は、以上の点に鑑みて創案されたものであり、記入者に継続して記録させること
ができる、冊子、記録支援プログラム、及び、このような記録支援プログラムがインスト
ールされた電子計算機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明の冊子は、略同一線上に配置された５以上の記入
欄を有するＮ個（Ｎは自然数）の記入領域を備える冊子であって、第ｎ番目（１≦ｎ≦Ｎ
）の前記記入領域の前記記入欄は、年月日が記入される年月日記入欄と、該年月日記入欄
に記入された年月日において起きた、記入者に関連する事柄が記入される出来事記入欄と
、該出来事記入欄に記入された事柄のうち、記入者にとって悪い事柄を示すマイナスの数
値である第１の数値が記入される第１の数値記入欄と、前記出来事記入欄に記入された事
柄のうち、記入者にとって良い事柄を示すプラスの数値である第２の数値が記入される第
２の数値記入欄と、第ｎ番目までの前記記入領域に記入された全ての第１の数値及び第２
の数値の加算値が記入される加算値記入欄とを含み、前記第１の数値及び前記第２の数値
それぞれの意味と、前記第１の数値は前記第１の数値記入欄に記入されること及び前記第
２の数値は前記第２の数値記入欄に記入されることを説明する説明領域を備える。
【０００９】
　また、上記の目的を達成するために、本発明の冊子は、略同一線上に配置された５以上
の記入欄を有するＮ個（Ｎは自然数）の記入領域を備える冊子であって、各記入欄に対応
する位置に、年月日の記入を促す記述である年月日記入説明部と、記入された年月日にお
いて起きた、記入者に関連する事柄の記入を促す記述である出来事記入説明部と、記入さ
れた事柄のうち、記入者にとって悪い事柄を示すマイナスの数値である第１の数値の記入
を促す記述である第１の数値記入説明部と、記入された事柄のうち、記入者にとって良い
事柄を示すプラスの数値である第２の数値の記入を促す記述である第２の数値記入説明部
と、第ｎ番目までの前記記入領域に記入された全ての第１の数値及び第２の数値の加算値
の記入を促す記述である加算値記入説明部とが配置され、前記第１の数値及び前記第２の
数値それぞれの意味と、前記第１の数値は前記第１の数値記入説明部に対応する記入欄に
記入されること及び前記第２の数値は前記第２の数値記入説明部に対応する記入欄に記入
されることを説明する説明領域を備える。
【００１０】
　また、上記の目的を達成するために、本発明の電子計算機にインストールされる記録支
援プログラムは、電子計算機に、略同一線上に配置された５以上の記入欄を有するＮ個（
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Ｎは自然数）の記入領域を形成する機能と、第ｎ番目（１≦ｎ≦Ｎ）の前記記入領域の前
記記入欄として、年月日が記入される年月日記入欄を形成する機能と、該年月日記入欄に
記入された年月日において起きた、記入者に関連する事柄が記入される出来事記入欄を形
成する機能と、該出来事記入欄に記入された事柄のうち、記入者にとって悪い事柄を示す
マイナスの数値である第１の数値が記入される第１の数値記入欄を形成する機能と、前記
出来事記入欄に記入された事柄のうち、記入者にとって良い事柄を示すプラスの数値であ
る第２の数値が記入される第２の数値記入欄を形成する機能と、第ｎ番目までの前記記入
領域に記入された全ての第１の数値及び第２の数値の加算値が記入される加算値記入欄を
形成する機能とを付与し、前記第１の数値及び前記第２の数値それぞれの意味と、前記第
１の数値は前記第１の数値記入欄に記入されること及び前記第２の数値は前記第２の数値
記入欄に記入されることを説明する説明領域を形成する機能を付与する。
【００１１】
　また、上記の目的を達成するために、本発明の電子計算機は、略同一線上に配置された
５以上の記入欄を有するＮ個（Ｎは自然数）の記入領域を表示する電子計算機であって、
第ｎ番目（１≦ｎ≦Ｎ）の前記記入領域の前記記入欄は、年月日が記入される年月日記入
欄と、該年月日記入欄に記入された年月日において起きた、記入者に関連する事柄が記入
される出来事記入欄と、該出来事記入欄に記入された事柄のうち、記入者にとって悪い事
柄を示すマイナスの数値である第１の数値が記入される第１の数値記入欄と、前記出来事
記入欄に記入された事柄のうち、記入者にとって良い事柄を示すプラスの数値である第２
の数値が記入される第２の数値記入欄と、第ｎ番目までの前記記入領域に記入された全て
の第１の数値及び第２の数値の加算値が記入される加算値記入欄とを含み、前記第１の数
値及び前記第２の数値それぞれの意味と、前記第１の数値は前記第１の数値記入欄に記入
されること及び前記第２の数値は前記第２の数値記入欄に記入されることを説明する説明
領域を表示する。
【００１２】
　ここで、第ｎ番目までの記入領域に記入された全ての第１の数値及び第２の数値の加算
値が記入されるので、過去から現在までの記入者に関連する出来事が数値で表されること
になり、記入者に現在の加算値を見ることの楽しさを与えることができ、楽しさを与えら
れた記入者は、さらに加算値を変動させようとして記録するようになる。
【００１３】
　また、本発明の冊子において、第１の数値記入欄の欄名は、「お支払い」であり、第２
の数値記入欄の欄名は、「お預り」であり、加算値記入欄の欄名は、「差引残高」であり
、第１の数値記入欄は、出来事記入欄に隣接して配置され、第２の数値記入欄は、第１の
数値記入欄に隣接して配置され、加算値記入欄は、第２の数値記入欄に隣接して配置され
たものとすることができる。
【００１４】
　また、本発明の冊子において、外形及びページ数が、預金通帳と略同じであるものとす
ることができる。
【００１５】
　これらの場合、記入者は、お金を貯めるような感覚で、出来事を数値で記録することが
できる。
【００１６】
　また、本発明の冊子において、記入欄のうち、出来事記入欄の面積が一番大きいものと
することができる。
　また、本発明の冊子において、出来事記入欄は、縦２．７ｃｍ、横６．５ｃｍの長方形
である場合、文章が３行ほどしか記録できない面積なので、記入者は構えずに気軽に出来
事を記録することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係る冊子は、記入者に継続して記録させることができる。
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　本発明に係る記録支援プログラムは、記入者に継続して記録させることができる。
　本発明に係る電子計算機は、記入者に継続して記録させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の冊子の内部の一例を示す概略図である。
【図２】本発明の冊子の外観の一例を示す概略図である。
【図３】本発明の冊子の記入例を説明する概略図である。
【図４】従来の自己実現日記作成用加除式カードを示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明し、本発明の理解に供する
。
　図１は、本発明の冊子の内部の一例を示す概略図である。また、図２は、本発明の冊子
の外観の一例を示す概略図である。
【００２０】
　図１に示すように、本発明の冊子１は、１ページあたり、略同一線上に配置された５つ
の記入欄を有する４段（Ｎ＝４）の記入領域２を備えており、冊子１を開いたときに、２
ページの合計で８段（Ｎ＝８）の記入領域２が示される。
【００２１】
　ここで、各記入領域２は、年月日が記入される年月日記入欄２Ａを含む。
【００２２】
　また、各記入領域２は、年月日記入欄２Ａに記入された年月日において起きた、記入者
に関連する事柄が記入される出来事記入欄２Ｂを含む。
【００２３】
　また、各記入領域２は、出来事記入欄２Ｂに記入された事柄のうち、記入者にとって悪
い事柄を示すマイナスの数値である第１の数値が記入される第１の数値記入欄２Ｃを含む
。
【００２４】
　また、各記入領域２は、出来事記入欄２Ｂに記入された事柄のうち、記入者にとって良
い事柄を示すプラスの数値である第２の数値が記入される第２の数値記入欄２Ｄを含む。
【００２５】
　また、各記入領域２は、第ｎ番目（１≦ｎ≦Ｎ）までの記入領域２に記入された全ての
第１の数値及び第２の数値の加算値が記入される加算値記入欄２Ｅを含む。
【００２６】
　また、図１に示すように、第１の数値記入欄２Ｃの欄名は、「お支払い（－）」であり
、第２の数値記入欄２Ｄの欄名は、「お預り（＋）」であり、加算値記入欄２Ｅの欄名は
、「差引残高」である。
【００２７】
　また、第１の数値記入欄２Ｃは、出来事記入欄２Ｂに隣接して配置され、第２の数値記
入欄２Ｄは、第１の数値記入欄２Ｃに隣接して配置され、加算値記入欄２Ｅは、第２の数
値記入欄２Ｄに隣接して配置されている。
【００２８】
　また、本発明の冊子１は、第１の数値及び前記第２の数値それぞれの意味と、第１の数
値は第１の数値記入欄２Ｃに記入されること及び第２の数値は第２の数値記入欄２Ｄに記
入されることを説明する説明領域３を備える。
【００２９】
　即ち、説明領域３には、１日の中で自分の身に起きた出来事などのうち、悪い思い出に
なることを「－１、－２、－３」から選び、お支払い欄（第１の数値記入欄２Ｃ）へ記帳
する旨を説明する文章や、１日の中で自分の身に起きた出来事などのうち、良い思い出に
なることを「＋１、＋２、＋３」から選び、お預り欄（第２の数値記入欄２Ｄ）へ記帳す
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る旨を説明する文章が示されている。
【００３０】
　また、図１から明らかなように、記入欄のうち、出来事記入欄２Ｂの面積が一番大きい
。また、出来事記入欄２Ｂは、縦２．７ｃｍ、横６．５ｃｍの長方形であるが、このよう
な大きさに限定されるものではないことは勿論である。
【００３１】
　また、図２から明らかなように、本発明の冊子１は、外形及びページ数が、預金通帳と
略同じである。
【００３２】
　ここで、印刷物である冊子を説明したが、前述のような複数の記入欄を有する記入領域
や説明領域を表示して、前述のような第１の数値や第２の数値を記録（入力）できるので
あれば、電子手帳（電子計算機の一例である。）の態様も可能である。
【００３３】
　また、電子手帳のような電子計算機に、前述のような複数の記入欄を有する記入領域や
説明領域を表示して、前述のような第１の数値や第２の数値を記録（入力）できる機能を
付与する記録支援プログラムの態様も可能である。
【００３４】
　次に、本発明の冊子１の使用方法を説明する。
　図３は、本発明の冊子の記入例を説明する概略図である。
【００３５】
　特定の日付において起きた、記入者に関連する事柄を、事柄ごとに記入者が出来事記入
欄２Ｂに記入する。また、日付は、年月日記入欄２Ａに記入される。
【００３６】
　そして、出来事記入欄２Ｂに記入した事柄が記入者にとって悪い思い出であれば、例え
ば－１～－３の３段階で評価し、－１～－３のいずれかを第１の数値記入欄（お支払い欄
）２Ｃに記入する。
　また、逆に、出来事記入欄２Ｂに記入した事柄が記入者にとって良い思い出であれば、
例えば＋１～＋３の３段階で評価し、＋１～＋３のいずれかを第２の数値記入欄（お預り
欄）２Ｄに記入する。
【００３７】
　そして、第ｎ番目までの記入領域に記入された全ての第１の数値及び第２の数値の加算
値を加算値記入欄（差引残高欄）２Ｅに記入する。
【００３８】
　例えば、図３に示すように、平成２２年（２０１０年）９月１１日において、記入者が
資格試験に落ちたという出来事を、出来事記入欄２Ｂに記入する。
【００３９】
　ここで、資格試験に落ちたという出来事は、記入者にとって、とても悲しい出来事であ
るから、－１～－３の３段階の中でも大きなマイナスとなり、第１の数値記入欄（お支払
い欄）２Ｃに、第１の数値「－３」を記入する。
【００４０】
　また、資格試験に落ちたという出来事は、第１番目（ｎ＝１）の記入領域２に記入され
ているので、そのまま第１の数値「－３」を加算値記入欄（差引残高欄）２Ｅに記入する
。
【００４１】
　さらに、図３に示すように、同じく平成２２年（２０１０年）９月１１日において、記
入者の父親の誕生日を家族でお祝いしたという出来事を、第２番目（ｎ＝２）の記入領域
２の出来事記入欄２Ｂに記入する。
【００４２】
　ここで、父親の誕生日を家族でお祝いしたという出来事は、記入者にとって、うれしい
若しくは楽しい出来事であるから、第２番目の記入領域２の第２の数値記入欄（お預り欄
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）２Ｄに、第２の数値「＋２」を記入する。
【００４３】
　そして、第２番目までの記入領域２に記入された全ての第１の数値及び第２の数値の加
算値「－１」（＝－３＋２）を、第２番目の記入領域２の加算値記入欄（差引残高欄）２
Ｅに記入する。
【００４４】
　また、図３に示すように、平成２２年（２０１０年）１１月７日において、友人（○○
ちゃん）とランチを共にしたという出来事を、第３番目（ｎ＝３）の記入領域２の出来事
記入欄２Ｂに記入する。
【００４５】
　ここで、友人（○○ちゃん）とランチを共にしたという出来事は、記入者にとって、う
れしい若しくは楽しい出来事であるから、第３番目の記入領域２の第２の数値記入欄（お
預り欄）２Ｄに、第２の数値「＋１」を記入する。
【００４６】
　そして、第３番目までの記入領域２に記入された全ての第１の数値及び第２の数値の加
算値「０」（＝－１＋１）を、第３番目の記入領域２の加算値記入欄（差引残高欄）２Ｅ
に記入する。
【００４７】
　さらに、図３に示すように、平成２２年（２０１０年）１２月２１日において、子供が
風邪を引いて病院に連れて行ったという出来事を、第４番目（ｎ＝４）の記入領域２の出
来事記入欄２Ｂに記入する。
【００４８】
　ここで、子供が風邪を引いて病院に連れて行ったという出来事は、記入者にとって、良
くない出来事であるから、第４番目の記入領域２の第１の数値記入欄（お支払い欄）２Ｃ
に、第１の数値「－１」を記入する。
【００４９】
　そして、第４番目までの記入領域２に記入された全ての第１の数値及び第２の数値の加
算値「－１」（＝０＋（－１））を、第４番目の記入領域２の加算値記入欄（差引残高欄
）２Ｅに記入する。
【００５０】
　その後、出来事があれば、同様に第５番目以降の記入領域２に、出来事と、第１の数値
若しくは第２の数値と、加算値とを記入していく。
【００５１】
　また、本発明の冊子が、このような記入領域と説明領域を備えていれば、さらに、１日
を振り返って、その日のことを日記のように記入する「振り返り欄」を記入領域に設ける
こともできる。
【００５２】
　また、電子手帳であれば、例えば出来事記入欄２Ｂに記入された文言に応じて、自動的
に第１の数値若しくは第２の数値が算出されて記入される機能が、記録支援プログラムに
よって電子手帳に付与されていてもよい。
【００５３】
　本発明の冊子が、略同一線上に配置された５以上の記入欄を有するＮ個（Ｎは自然数）
の記入領域を備える冊子であって、第ｎ番目（１≦ｎ≦Ｎ）の記入領域の記入欄は、年月
日が記入される年月日記入欄と、年月日記入欄に記入された年月日において起きた、記入
者に関連する事柄が記入される出来事記入欄と、出来事記入欄に記入された事柄のうち、
記入者にとって悪い事柄を示すマイナスの数値である第１の数値が記入される第１の数値
記入欄と、出来事記入欄に記入された事柄のうち、記入者にとって良い事柄を示すプラス
の数値である第２の数値が記入される第２の数値記入欄と、第ｎ番目までの記入領域に記
入された全ての第１の数値及び第２の数値の加算値が記入される加算値記入欄とを含み、
第１の数値及び第２の数値それぞれの意味と、第１の数値は第１の数値記入欄に記入され
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ること及び第２の数値は第２の数値記入欄に記入されることを説明する説明領域を備える
のであれば、必ずしも第１の数値記入欄の欄名は「お支払い（－）」でなくてもよく、第
２の数値記入欄の欄名は「お預り（＋）」でなくてもよく、加算値記入欄の欄名は「差引
残高」でなくてもよく、さらに、外形及びページ数が、預金通帳と略同じでなくてもよい
。
【００５４】
　しかし、第１の数値記入欄の欄名が「お支払い（－）」であり、第２の数値記入欄の欄
名が「お預り（＋）」であり、加算値記入欄の欄名が「差引残高」であり、さらに、外形
及びページ数が、預金通帳と略同じであれば、記入者は、お金を貯めるような感覚で、出
来事を数値で記録することができ、楽しみながら記録できるので好ましい。
【００５５】
　以上のように、本発明の冊子は、第ｎ番目までの記入領域に記入された全ての第１の数
値及び第２の数値の加算値が記入されるので、過去から現在までの記入者に関連する出来
事が数値で表されることになり、記入者に現在の加算値を見ることの楽しさを与えること
ができ、楽しさを与えられた記入者は、さらに加算値を変動させようとして記録するよう
になる。
【００５６】
　また、本発明の記録支援プログラムも、第ｎ番目までの記入領域に記入された全ての第
１の数値及び第２の数値の加算値が記入される加算値記入欄を形成する機能を電子計算機
に付与するので、このような記録支援プログラムや、このような記録支援プログラムがイ
ンストールされた本発明の電子計算機によって、過去から現在までの記入者に関連する出
来事が数値で表されることになり、記入者に現在の加算値を見ることの楽しさを与えるこ
とができ、楽しさを与えられた記入者は、さらに加算値を変動させようとして記録するよ
うになる。
【００５７】
　従って、本発明の冊子、本発明の記録支援プログラム、及び記録支援プログラムがイン
ストールされた本発明の電子計算機は、記入者に継続して記録させることができる。
【００５８】
　また、継続して記録させることができるので、毎日の記録が可能となり、習慣化するこ
とができる。
【００５９】
　また、本発明の冊子は、預金通帳と外形及びページ数が略同じであるため、胸ポケット
に入れて、いつでも、どこでも、すぐに記録することができる。
　また、すぐに記録できるので、記憶が鮮明であり、正確に記録できる。
【００６０】
　また、第１の数値記入欄の欄名が「お支払い（－）」であり、第２の数値記入欄の欄名
が「お預り（＋）」であり、加算値記入欄の欄名が「差引残高」であり、さらに、外形及
びページ数が、預金通帳と略同じなので、記入者は、お金を貯めるような感覚で、出来事
を数値で記録して思い出を貯めることができる。
【００６１】
　また、出来事記入欄は、縦２．７ｃｍ、横６．５ｃｍの大きさであるので、文章が３行
ほどしか記録できない面積であり、記入者は構えずに気軽に出来事を記録することができ
る。
【００６２】
　また、マイナスの加算値が続けば、それを見た記入者は、自らの行動を変化させようと
いう気持ちが与えられ、前向きな行動変化が期待できる。
【００６３】
　また、出来事記入欄に仕事のことなどを記入し、仕事上での失敗や成功を、第１の数値
記入欄や第２の数値記入欄にそれぞれ記入していくことで、本発明の冊子を、記入者の仕
事の経歴（キャリア）を記録評価するための「キャリア通帳」としても使用できる。
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【符号の説明】
【００６４】
　　　１　　冊子
　　　２　　記入領域
　　　２Ａ　年月日記入欄
　　　２Ｂ　出来事記入欄
　　　２Ｃ　第１の数値記入欄
　　　２Ｄ　第２の数値記入欄
　　　２Ｅ　加算値記入欄
　　　３　　説明領域

【図１】 【図２】
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